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1. はじめに
　インターネットの普及に伴いインターネットで商品を
購入する電子商取引を利用する機会が増えている．その
ために販売側は商品をインターネット上で販売するため
のウェブサイトである EC(Electronic commerce)サイト
を用意し，消費者はその EC サイトを利用して商品を購入
することが一般的になってきた．日本の電子商取引の市
場規模は拡大してきており現在では約 6 兆円もの規模に
なってきている[1]．
　この EC サイトにはただ商品の売買を行うだけでなく，
電子掲示板が用意されていてユーザが各商品に対して評
価やユーザレビューを投稿することによって，消費者同
士の情報交換の場として利用出来るものがある．これは
消費者にとってはカタログ情報を見るだけでは得られな
い商品の情報を得ることのできる場であり，販売側にと
っては消費者の生の声を聞く手段のひとつであり，現在
では消費者が買い物をする際の情報源として商品を評価
するサイトが他の情報源よりも有効と認識されてきてい
るとの報告がある[2]．
　ある商品の購入を検討しているユーザが商品に肯定的
なユーザレビューによって購入を決めたり，逆に商品に
否定的なユーザレビューによって購入を止めるかもしれ
ない．このように消費者がそのユーザレビューを読むこ
とによってその購買行動に影響を受けるということが考
えられるが，具体的にどのような要素がどの程度の影響
を与えるかというのは未だ明らかになっていない．
　そこで本研究では，ユーザレビューが他の利用者の購
買行動に与える影響を明らかにすることを最終目標とし
たい．しかしながら，ユーザレビューの与える影響を明
らかにするためには，ユーザレビューそのものがどのよ
うな性質のものであるのか判断できていることが望まし
い．具体的には各ユーザレビューが商品に対して肯定的
レビュー・否定的レビューのどちあらかであるのかを判
断する手法が必要である．

　そこで本研究ではまずユーザレビューを肯定的か否定
的かどうかを自動的に分類する手法（以下 PN 分類と呼
ぶ）の確立を目的とする．この際に，最終的な目標であ
るユーザレビューの購買行動に対する影響の分析への利
用を考えた場合，ただ単に PN 分類されているだけでは
なく，そのユーザレビューどのようにその商品を評価し
ているのかが判断できる手法であるほうが好ましい．具
体的には，同じく肯定的レビューと分類されたレビュー
でも，全面的に肯定しているレビューと全体的に褒めて
いるが部分的には否定的評価が混ざっているレビューな
どがあり，これらを別々に分類したい．
　よって本研究ではそのレビューが全体として見て単に
肯定的なのか否定的なのかという分類ではなく，レビュ
ーを構成する文章を考慮しより細かいクラスまで分類で
きる PN 分類手法を提案する．

2. 関連研究
　PN 分類に関連する先行研究としては，まず藤村ら[3]
の研究がある．この研究では肯定・否定的文章に含まれ
る単語をそれぞれスコアリングし評価辞書を作成し，そ
れを基に文章を肯定と否定に分類している．この単語を
スコアリングする手法は，肯定的（否定的）な評判には
肯定的（否定的）な概念を持った単語が多く含まれると
いう仮定から，その単語が肯定的文章に出現する確率と
否定的文章に出現する確率の差をとっている．
　一方，筬島ら[4]の研究では，藤村ら同様単語の出現確
率を利用しているが，分類する際の素性を単語だけでな
く単語の組み合わせも利用することで単語だけでは分類
が難しい文章であっても分類を可能にしている．また，
出現頻度が少ない単語の組み合わせであっても分類に有
用な素性が多数存在するという観点から利用している．
　また，岡之原ら[5]の研究では，レビューを単に肯定
的・否定的のに二値分類するのではなく，どの程度評価
しているかを指標として表す手法を提案している．この
positive, negative の二極を持った指標を sp-score と定
義し，単語の出現回数などから素性の重みを決定し，そ
れを基に SVR（Support Vector Regression）を用いてレ
ビューに対する sp-score を判定している．
　これらの先行研究では PN 分類手法としては十分な精
度を示しているが，レビュー文内の文章構成を考慮して
おらず，同じ点数を付けられたレビューであっても文章の
構成によってはレビューの内容に違いがある．本研究で
はこれらの先行研究を参考にしつつ，文章構成を考慮し
た PN 分類手法を提案する．
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3. 提案手法
　本研究では，ユーザレビューを購買行動への影響分析
に利用しやすい様に，肯定・否定の二値分類ではなく，
文章構成を考慮したより細かいクラスでの PN 分類を目
指している．まず，分類すべきクラスは以下の通りである．

3.1　分類すべきクラス
(1) 全面的に肯定しているレビュー
(2) 肯定的なレビューだが，部分的に否定しているレビュ
ー
(3) 全面的に否定しているレビュー
(4) 否定的なレビューだが，部分的に肯定しているレビュ
ー

3.2　提案手法
　本章では，ユーザレビューを上記の４クラスに分類す
るために，ユーザレビューを文ごとに分類する手法を提
案する．これは，肯定的なレビューに混在している否定
的表現部分，または否定的なレビューに混在している肯
定的表現部分を正しく判断するには文ごとに PN 分類し
たほうが良いという仮定に基づく．
　また，ひとつの文であっても，肯定・否定の両方の表
現が混在している場合がある．この場合，肯定的（否定
的）表現部分とその逆の表現部分は手がかり語で繋がっ
ていると考えられるので，手がかり語で文を分割しそれ
ぞれ独立した文として扱う．
　また，ユーザレビューを構成する各文の分類結果から
ユーザレビューとしての分類を行う．よって本手法のユー
ザレビューの PN 分類の流れは以下のようになる．

1. レビューを文ごとに分類
2. 文を手がかり語によって分割
3. 文ごとの PN 分類
4. ユーザレビューの PN 分類

3.3　評価辞書の作成
　肯定的または否定的レビューの学習を行う際に，文の
PN 分類を行うために用いる評価辞書を作成する．これは
各ユーザレビューに出現する単語にスコアリングを行う
作業である．このとき肯定的レビューに多く出現する単
語は正の値を，否定的なレビューに多く出現する単語は
負の値をスコアリングする．

3.4 文の PN 分類方法
　学習フェーズで作成した評価辞書を基に，ユーザレビ
ューを構成する文ごとに PN 分類する．この際に，肯定
的な文には肯定的表現の単語が，否定的表現には否定的
表現の単語が多く出現するであろうとの推測から，評価
辞書から取得した文中に出現する単語の値の総和を求め

その総和が正であれば肯定的文章，負であれば否定的文
章と判定する．

3.5　ユーザレビューの分類方法
　ユーザレビューを構成する各文の PN 分類結果から最
終的なユーザレビュー自体の PN 判定を行う．この際に
肯定的な文と否定的な文の数の差を取ることによりユー
ザレビューを分類する．また，ユーザレビューにおいて
文ごとにその重みが違うと考えられる．分類の際の工夫
としては，文ごとに重みを持たせることを考えている．
EC サイトにはユーザレビューごとにレビュータイトルが
付属しているものが多い．このレビュータイトルはその
レビュー文章を短く要約したものである場合が一般的で
あるから，肯定的な文・否定的な文の両方を含むレビュ
ーでもレビュータイトルと一致する内容を述べている文
があった場合に大きな重みを持たせてやれば良い．こう
して重み付けをした肯定的・否定的文の差をとりその値
の正負で最終的なユーザレビューの分類を行う．

4. まとめ
　本研究では，レビュー中の文章構成を考慮した PN 分
類手法の提案を行った．今後は提案手法をもとに PN 分
類システムを実装し，分類実験を行い，提案手法の有用
性を確認したい．この際に，単語のスコアリングの方法
や文の重み付けなどの分類手法の見直しを図りたい．ま
た，最終的には提案する PN 分類手法を用いてユーザレ
ビューの消費者の購買行動への影響分析への利用へと繋
げていきたい．
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